
第
百
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
百

一
条
第
一
項

」
に
改
め
る
。

平成™�年�月˜š日 金曜日 (号外第˜š™号)官 報

（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
五
条

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
第
二
項
中
「
二
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
三
月
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
に
改
め
る
。

（
じ
ん
肺
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
六
条

じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
前
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
次
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
、「
決
定
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」
を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
五
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
九
条
第
二

項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
五
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
の
決
定
に
つ
い
て
」
に
改
め
、同
条
第
五
項
中「
第

四
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」

を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
審
査
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
、「
前
項
の
決
定
」
と

あ
る
の
は
「
裁
決
」
と
、「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
審
査
請
求
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
十
三
条
第
二
項
の
決
定
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
は
、
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
又
は
審

査
に
基
づ
い
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
同
法
第
四
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
条
中「
行

政
不
服
審
査
会
等
か
ら
諮
問
に
対
す
る
答
申
を
受
け
た
と
き
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
要
し
な
い
場

合
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
審
理
員
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、

同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
議
を
経
た
と

き
）」と
あ
る
の
は
、「
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
中
央
じ
ん
肺
診
査
医
の

診
断
若
し
く
は
審
査
又
は
同
条
第
二
項
の
地
方
じ
ん
肺
診
査
医
の
診
断
若
し
く
は
審
査
を
経
た
と
き
」
と
す
る
。

（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
七
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
五
条
の
見
出
し
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
同
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三

十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上

級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条

削
除

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
八
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年

法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
第
五
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項

に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

第
十
四
条
の
二
第
六
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
六
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

第
二
十
三
条
の
二
十
三
第
五
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
六
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級

行
政
庁
と
み
な
す
。

第
四
十
三
条
第
四
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
の
十
第
五
項
中
「
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
上
級
行
政
庁
と
み
な

す
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
九
条

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
）」に
改
め
、
同
条
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
異
議
申
立
て
又
は
」
を
削
り
、「
あ
つ
た
と
き

は
、
六
十
日
以
内
」
を
「
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
が
さ
れ
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
不
備

が
補
正
さ
れ
た
日
）
か
ら
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
内
」
に
改

め
、「
決
定
又
は
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

行
政
不
服
審
査
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
を
す
る
場
合

八
十
日

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

六
十
日

˜—�
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